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夏 の 串 本 で キ ャ ン プ ！  

  ７月２６日（土）～２７日（日）、串本町にある県立潮岬青少年の家で「２０２５西部サマーキャンプ」を

行い、田辺第三小学校の４～６年生２０名が参加しました。 

  当日は二日間とも晴天に恵まれ、はじめにジオパークセンターを見学した後、プールでの水泳、焚火

でのカレーライス作り、キャンプファイヤー、ナザールボンジュウ（トルコのお守り）作りなどを体験しました。 

  とても暑い二日間、ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。  

４６４回 田辺祭の写真 



田辺第三小学校            「自主・自律・連帯」 ９月号  ～ 実り多き２学期に ～  

  暦の上では秋ですが、残暑厳しい日々が続いています。地域や保護者の皆さま方におかれましては

お変わりございませんか。 

  44日間の長い夏休みが明け、２学期が始まりました。２学期には、３年生修学旅行、２年生職場体験

学習、１年生校外学習、部活動の新人大会、文化発表会、マラソン大会など様々な取組、行事があり

ます。日々の授業で力をつけ、取組、行事を充実したものにし、実り多き秋にしていきたいと思います。

２学期も本校の教育活動にご理解ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

  

◇津波警報 

  ７月３０日（水）は登校日で、各教室で平和学習に取り組んでいました。まず、津波注意報が発令され

ましたが、教室で学習を続けました。その後、津波警報が発令され、直ちに、田辺スポーツパークへ避難

しました。スポーツパークへの避難は、４月に訓練を行っていたので、大変スムーズに移動することが

できました。あらためて日頃の訓練の大切さを実感しました。保護者の皆さま方に、生徒の迎えにご協力

を頂きました。ありがとうございました。今回の対応を検証し、次のいざという時に備えていきます。 

  

◇第６１回和歌山県吹奏楽コンクール 吹奏楽部 銀賞 

  ８月２日（土）県民文化会館で開かれた県吹奏楽コンクールに出場しました。中学生Ａ部門で、銀賞

を受賞しました。このコンクールに向けて、春から課題曲、自由曲に取り組んできました。目標にしていた

関西大会の出場は叶いませんでしたが、生徒たちは精一杯の演奏を披露しました。 

  吹奏楽部は、コンクールへの出場のみならず、地域の行事、イベントに出演し、地域貢献も頑張って

います。１０月１１日（土）には、田辺市２０周年記念式典で演奏します。 

  

◇第７４回近畿中学校総合体育大会（滋賀県） 

  ７月下旬の県総体で、近畿大会の出場権を勝ち取り、８月６～７日に陸上部、９日に体操部が出場

しました。惜しくも入賞は逃しましたが、それぞれ頑張りを発揮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇文化部 もとまち保育所訪問 

  ８月５日（火）文化部の活動で、もとまち保育所を訪問し園児と交流し、楽しい時間を過ごすことが

出来ました。文化部は、調理実習、被服・小物制作、ボランティア活動などを行っています。部員が主体性

を発揮して、和気あいあいとした雰囲気の中、活動をしています。 

  先日（令和７年７月３０日８時２５分頃）、カムチャッカ半島付近を震源地とする地震が発生しました。

この地震に伴い津波警報が発表され、田辺市の指定避難所である田辺第三小学校では避難所が開

設されました。海辺には近寄らないことや避難を呼びかける放送が継続して流されるなか、地域の方が

続々と避難されてきました。津波への恐怖と大きなサイレン。思い出される過去の日本各地での津波の

被害。緊張感が走る瞬間でした。高台にある本校への避難では、当然ながら坂道を登ることになります。

急な上り坂を緊張しながら焦る気持ちとともに避難することは、高齢の方にとっては大変なことでした。 

  本校の避難所としての場所は体育館となります。しかしこの猛暑です。その日も気温が高くなることが

予想されました。この日避難された方は約100名。せっかく高台に避難されたのに、熱中症等で体調を

崩すわけにはいきません。まだ午前中ではありましたが、気温が高くなる前に校舎内のエアコンが効く

空き教室等を避難場所とするよう変更しました。加えて、当面の水分の確保のために学校職員がお茶や

スポーツドリンクを買い出しに行き、続けて市の開設員の方が、対策本部に水の供給を依頼してくれま

した。また、地域の個人の方が、家で備蓄している非常食を避難している方々にと大量に持ってきてくれ、

地域の町内会からは備蓄されている非常食（アルファ米）を提供していただきました。夕方を迎え、徐々に

家に帰られる方が増え、市からの夕食用の非常食も届く中で、21時頃に皆さんが帰られたので避難所

としての役割を終えました。 

  本校では、昨年から児童も職員も避難所運営についての学習・研修を重ねてきました。今回の避難

では、職員は研修で学んだことによる想定を思い出しながら、また、想定通りにはいかないことを目の

当たりにしながら、とにかく一丸となって避難所運営を進めることができました。幸いにも被害という

被害もない状況でしたが、予想される南海トラフ地震が発生したときを思うと、その際の課題も把握する

ことができる機会となりました。さらに対策を考えて臨む必要性を強く感じるとともに、今後も避難所

運営について熟考し取り組みたいと思います。 

７月３０日 避難所開設！ 

陸上部  

１年生１００ｍ 平阪颯馬 

２年生１００ｍ 平阪璃桜 

低学年４×１００ｍＲ 平阪璃桜 平阪颯馬 和田至弘 林慈音 

女子団体 紺岡優咲 畑口綸音 鳥山瑠海 﨑山莉乃愛 

体操部  
女子個人 鳥山瑠海 


